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序

出川西遺跡は松本市のほぼ中央、南松本駅か ら国道19号 線 にか けて位置 す る広範 な遺跡

です。今回の調査地点は平成5年 度 に一度出川 遺跡 と して発掘調査が行われ、古墳時代 の

遺跡 と確認 された場所です。

このたび当地 に南松本 ショッピングプラザの建設事業が計画されたため、松本市が(株)

イ トー ヨーカ堂 ・松電商事(株)か ら発掘調査 の委託 を受 け、埋 蔵文化財の保護 を図 るた

め緊急発掘調査を実施することになりま した。

発掘調査は松本市の委託を受けた(財)松 本市教育文化振興財団によって組織された調

査団により、平成8年9月 か ら11月 にか けて行 われ ま した。作業 は天候 にも恵まれ、参加

者の皆様のご尽力により無事終了することができま した。その結果、古墳時代中期の生活

の跡を発見 し、貴重な遺物 も多数得ることができま した。 これ らは、今後地域の歴史解明

に大変役立っ資料になることと思われます。

しか しなが ら開発事業に先立 って行われる発掘調査 は、記録保存 という遺跡の破壊を前

提 とする側面があることも事実です。開発 により私たちの生活が豊かになる一方、それに

ともない歴史遺産が失われて しまうことは残念なことですが、発掘調査により当時の生活

が明 らかとなり、私たちの郷土松本が歩んできた歴史が一っずつで も解き明かされること

は大変貴重 なことだと考えます。

最後になりましたが、発掘調査にご協力いただいた参加者の皆様、また調査の実施 に際

して、多大なご理解とご協力をいただいた(株)イ トー ヨーカ堂 ・松電商事(株)の 皆様、

そ して地元 関係者 の皆様 に厚 くお礼申し上げます。

平成11年3月

松本市教育委員会 教育長 竹 淵 公 章



例言

1.本 書は、平成8年9月9日 ～11月14日 に実施された松本市双葉 ・高宮中に所在する出川西遺跡(調 査名:出 川西VI)

の緊急発掘調査報告書であるが、 これより先行 して平成5年 度に行われた未報告の調査(調 査名:出 川皿)に ついて

も、調査地点が重複 し内容的に不可分な関係にあるため併せて調査成果を収録 した。

2.本 調査は南松本 ショッピングプラザ建設にともなう緊急発掘調査であり、株式会社イ トーヨーカ堂 ・松電商事株式

会社より松本市が委託を受け、松本市から再委託を受けた(財)松 本市教育文化振興財団 ・松本市立考古博物館が発

掘調査を実施、本書の作成は平成9・10年 度に松本市教育委員会が行 った。なお業務委託及び財団法人への再委託 に

かかる事務処理は松本市教育委員会が行 った。

3.本 書の執筆は1:事 務局、皿一2一(1)・付編2一(1):直 井雅尚、付編2一(2):太 田圭郁、その他を竹原 学が行った。

4.現 場調査から本書作成にあたっての記録 ・遺物整理 ・報告書作成の作業分担は以下のとおりである。

遺物洗浄 百瀬二三子

遺物保存処理 ・注記 ・復原 五十嵐周子、内沢紀代子、内田和子、洞沢文江

遺構測量 荒井留美子、上條尚美、小松正子、堤 加代子、中村恵子、村山牧枝

遺物実測 竹平悦子、洞沢文江、松尾明恵、村松恵美子、横山真理

遺構図整理 石合英子

トレース 内田和子、開嶋八重子、洞沢文江、松尾 明恵

版 組 み 太田圭郁、石合英子、林 和子、百瀬秀俊

写真撮影 神田訓安 ・長畦和正 ・村田昇司(遺 構写真)、横山和明(遺 物写真)、 エアーテック(航 空写真)

総括 ・編集 竹原 学

5.図 中で用いた方位記号はすべて真北方向を指 している。

6.遺 構図中ゐ土層名は記号化 している。各記号の説明は以下のとおりである。

表記法 土色(混 入物・量)混 入物量a少 量b中 量c多 量

土 色

1褐 色6黄 褐色11暗 灰色16黄 色21砂

2暗 褐色7茶 褐色12黒 灰色17暗 黄褐色22砂 礫

3黒 褐色8灰 褐色13赤 灰色18暗 茶褐色23緑 灰色

4明 褐色9榿 褐色14黄 灰色19黒 色

5赤 褐色10灰 色15青 灰色20焼 土

混入物

A小 礫F炭 化物塊K茶 褐色土粒P砂 粒U灰 色土粒

B礫G炭 化材L黄 色土塊Q黒 色土粒V灰 色土塊

C焼 土粒H黄 色土粒M黄 褐色土塊R黒 色土塊W赤 褐色土粒

D焼 土塊1黄 褐色土粒N榿 褐色土塊S暗 褐色土粒X赤 褐色土塊

E炭 化物粒J榿 褐色土粒O茶 褐色土塊T暗 褐色土塊Y鉄 分

7.本 調査で出土 した遺物及び調査の記録類は松本市教育委員会が保管 し、松本市立考古博物館(〒399-0823長 野県松

本市中山3738-1TELO263-86-4710FAXO263-86-9189)に 収蔵されている。
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第1図 調査地の位置と周辺遺跡



調査の経緯

1.調 査 に至 る経過

松本市のほぼ中央に位置する南松本周辺は、古 くか ら商工業地域として開発が進んでいる地域である。近

年の商圏の変化にともない、 この地域が新たな商業地域として注目され、大規模小売店舗やマンションなど

の建設が相次いでいる。

平成8年 、松本市双葉 ・高宮中の一帯に大規模店の建設事業が計画された。当該地 は遺跡地図上で出川西

遺跡の範囲内にあり、平成5年 に出川遺跡として一度調査が行われ(調 査名:出 川皿)古 墳時代の遺構 ・遺

物が検出された地点が含まれていた。

そこで松本市教育委員会では事業主体である株式会社イ トーヨーカ堂 ・松電商事株式会社 と遺跡の保護に

っいて協議を行い、当該地における遺構 ・遺物の有無 について確認するため、まず松本市教育委員会が試掘

調査を実施することとし、その結果を受けて再協議を行 うこととなった。

試掘調査は当該地域の南半部についてはすでに平成5年 に行われているため北半部をはじめとする未実施

の範囲に対 して行われ、平成5年調査地点周辺 に古墳時代の遺物包含層が広がることが確認された。 これを

受 けて関係者により再協議を行 った結果、建物建設部分については遺構 ・遺物の破壊が避けられないため、

保護措置 として工事着手前に発掘調査を実施 して遺跡の記録保存を図ることとなった。

発掘調査は松本市が事業主体である株式会社イ トーヨーカ堂 ・松電商事株式会社 より委託を受 け、調査業

務 は松本市より再委託を受けた(財)松本市教育文化振興財団 ・松本市立考古博物館が、委託 ・再委託にかか

る事務処理を松本市教育委員会が行うこととなり、平成8年9月9日 ～11月14日 の間現地における調査が実

施 された(調 査名:出 川西遺跡VI)。 その後松本市教育委員会では平成9年 度に室内における整理作業及 び

本報告書の作成を、平成10年 度に本報告書の刊行を行 った。

2.調 査体制

調 査 団 長 守屋立秋(松 本市教育長)

調査担当者 神田訓安、竹原 学、高桑俊雄、長畦和正、村田昇司

調 査 員 太田圭郁、松尾明恵

協 力 者 赤羽包子、浅井信興、浅輪敬二、荒井留美子、飯田三男、五十嵐周子、石合英子、石井脩二、市場茂男、上兼昭一、

内川初雄、内沢紀代子、内田和子、大月八十喜、開嶋八重子、上條尚美、上條道代、神田栄次、清沢智恵、清沢由美、

小松正子、小松幸美、斉藤政雄、鷲見昇司、竹平悦子、鶴川 登、堤 加代子、寺嶋 実、中村恵子、中村安雄、

中山自子、林 和子、林 武佐、藤本利子、布山 洋、洞沢文江、水野桂子、三代沢二三恵、三宅康司、宮坂ふみ、

村松恵美子、村山牧枝、甕 國成、百瀬二三子、百瀬二三子、百瀬義友、山崎照友、横山 清、米山禎興

事 務 局

く平成8年 度〉

松本市教育委員会 岩渕世紀(文 化課長)、熊谷康治(文 化課長補佐)、 田多井用章

(財)松 本市教育文化振興財団

事務局 大池 光(事 務局長)、 手塚英男(局 次長)、 川窪 茂(次 長補佐)

考古博物館 村田正幸(館 長)、 松沢憲一、近藤 潔、川上真澄

く平成9年 度〉

松本市教育委員会 木下雅文(文 化課長)、 熊谷康治(文 化課長補佐)、 村田正幸(文 化財担当係長)、

久保田 剛、近藤 潔、上條まゆみ
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ー1 遺跡の環境と調査の概要

1.周 辺遺跡 と過去の考古学的調査

出川西遺跡は奈良井川扇状地 と田川 ・牛伏川扇状地の接する沖積扇状地性堆積の末端に位置 している・ こ

の地形面上には弥生時代か ら中 ・近世 に至るまで、数多 くの遺跡が密集 しているが、早 くか ら都市化が進ん

だこともあり、遺跡の存在 は知 られていた もののその実態 は不鮮明であった。 しかし昭和60年 代以降、集合

住宅や公共施設、大規模店舗の建設等にともなう発掘調査が急増 し、それによってこの地域における考古学

的状況が明 らかになってきている。 ここでは過去の調査成果をとおして出川西遺跡 とその周辺、田川 と奈良

井川に挟まれた一帯に分布する遺跡群について概観 してみたい(第1図 参照)。

高宮遺跡 と出川遺跡は本(出 川西)遺 跡より北に位置する遺跡である。高宮遺跡は本報告の調査地点の北

北西500rnの 位置にあり、 これまで2回 の調査(高 宮1:平 成5年 、高宮H:平 成9年)で 古墳時代中期の

祭祀跡をはじめ、同時期の住居趾8棟、合口甕棺墓などが検出されている。初期須恵器をともな う古墳時代

中期の土器集中の存在など、本遺跡 との関係 も注目される。出川遺跡 は本遺跡の北東、田川 と接す る位置に

あり、中世の集落跡が確認 されている(出 川1:平 成元年)。

本遺跡の南には出川南遺跡、平田北遺跡、平田遺跡、平田本郷遺跡などが所在 している。出川南遺跡はこ

れまで7回 の調査で弥生時代後期、古墳時代後期、奈良 ・平安時代の住居趾計200棟 近 くが検 出され、特に

6世 紀末か ら7世 紀前半にかけて大規模な集落が形成されたことが判明 している(出 川南A1→ 出川南1:

昭和61年 、出川南B1→ 出川南II:昭 和63年、出川南B2→ 出川南皿:平 成元年、 出川南B皿 →出川南IV:平

成3年 、出川南V・VI・W:平 成10年 、各調査名→の左側は旧称、右側は改称を示す)。 また平成3年 の調

査(出 川南IV)で は5世 紀代か ら6世 紀初頭の古墳3基 が発見され(平 田里1～3号 墳)、1号 墳 の周溝か ら

は多量の埴輪、土師器 ・古式須恵器が出土 した。平田北遺跡では奈良 ・平安時代の集落趾が確認され(平 田

北1:平 成4年 、平田北H:平 成5年 、平田北皿:平 成6年)、 平田本郷遺跡ではこれまでに奈良 ・平安時

代を主体に118棟 の住居肚、10棟 以上の掘立柱建物趾が発見されている(平 田本郷1:平 成4年 、平田本郷

H:平 成6年 、平田本郷皿:平 成10年)。

最後 に出川西遺跡について、本遺跡の調査履歴は以下に示す とおりで、 これまでに合計7回 を数える・

昭和60年

平成5年

平成7年

平成8年

調査名:出 川(改 称:出 川西1)

調査名:出 川皿

出川西II

調査名:出 川西皿

出川西IV

調査名:出 川西V

出川西VI

市営住宅建設

店舗建設

市営住宅建設

/ノ

//

//

店舗建設

本報告

遺物を本報告で紹介

本報告

これまでに1・II次 調査 において弥生時代中期の住居趾2棟 が検出され、JR篠 ノ井線付近か ら今回め開

発対象地東縁まで同時期の包含層が広がるものと推定される。また各調査で古墳時代前期や平安時代の包含

層、遺構 ・遺物 も確認されてお り、広大な遺跡推定範囲の中に当該期の生活域が存在 したものと推定される・

今回の調査地点は遺跡の西端域にあたり、平成5年 の調査(出 川皿)と 今回の調査では特異な石棺状の配石

遺構など古墳時代中期の遺構 ・遺物が見出されている。その点ではむしろ本遺跡に北接する高宮遺跡 との関

係が注 目され、古墳時代中期の遺跡分布のあり方を考える上で非常に示唆的である。
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2.調 査の方法 と概要

(1)調 査区の設定と調査の方法

今回の開発は国道19号線の東側、松本市双葉から高宮中'一7かけての南北約290m、 東西約190mの 範囲が対

象となった。調査の手順 としては平成5年 度実施の発掘調査 と試掘調査、及び平成8年 度に追加実施 した試

掘調査の所見か ら、地下への掘削の及ぶ店舗本体建物 と屋上駐車場へのスロープ部分の合計約11,000㎡ にっ

いて遺構の破壊が避けられないため面的調査を行 うこととし、駐車場等の表面的な工事だけが実施される部

分については試掘 にとどめることとした。また面的調査の範囲には平成5年 の調査区約1,980㎡ が含まれ るた

め、この部分 についても除外 した。結果的に調査は開発対象地の北半部が試掘主体、南半部が面的調査主体

となり、実質的な面的発掘調査の範囲は南北165m、 東西96m、 面積にして6,120㎡ となった。

調査は古墳時代中期の遺物包含層付近まで重機により掘削 し、以後の作業は人力にて行 った。遺構 は明確

に輪郭の把握 される溝などにっいては通常の手順で掘 り下げ作業を行ったが、古墳時代中期の遺物出土地点

については明確 に遺構 としての形が捉えられなか ったため、グリッドおよびトレンチによる掘 り下げを行 っ

た。測量作業は真北方向を基準に3m方 眼を設定 しこれを基 としたが、国家座標値は導いていない。

(2)調 査地点の土層構成

今回の調査地点における標準的な土層構成は第2図 に示すとおりである。遺構検出は第IV層 中で行い、中

世以降の遺構 は第皿中～第IV層 上面で確認される。古墳時代の遺物包含層である第V層 は分布にむらがあり、

第VI層 が溝状あるいは凹地状に落ち込んでいる部分でのみ捉え られる。そうした部分では第IV層 も概 して厚

い。 また特に第VI層 の落ち込みが著 しい部分では、第V層 と第VI層 の間に砂質土や砂層がはさまっている。

この第VI層 の落ち込みは南東か ら北東方向に帯状にのびる傾向があり、第VI層 の堆積時かあるいはそれ以後

の流路により形成されたと考え られる。そ して古墳時代中期頃にはかなり埋没が進み、ゆるい起伏のある湿っ

ぽい地形を呈 していたものと推定される。なお開発対象地の北東部では第V層 の安定的な水平堆積がみられ、

さらに下層には弥生時代の遺物包含層も存在 しており、より安定 した地形の状況が窺われる。

(3)調 査の概要

以下に出川西遺跡第VI次 調査の概要 にっいて記す。なお平成5年

調査(出 川皿)の データも併記 しておく。

調査期間

調査面積

検出遺構

出土遺物

出川西V[

出川皿

出川西VI

出川皿

配石遺構

土器集中地点

火葬墓

溝状遺構

古墳時代中期

中 ・近世

平成8年9月9日 ～11月14日

平成5年9月6日 ～11月29日

6,120rri

i980m

7基(古 墳時代中期6、 不 明1)

19ヵ 所(古 墳時代 中期)

1基(中 世)

15条(中 ・近世)

土器(土 師器 ・須恵器)

鉄製品(鍛 ・鎌他)

陶器、 銅製 品(銭 ・キセル)

調査区南壁(土 器集中7南 側)

第2図 基本土層
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第3図 調査範 囲
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第4図 遺構配置
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ー11 遺構 ・遺物

1.検 出遺構

(1)配 石遺構(第5～7図)

平成5年 調査地点 において古墳 時代 中期 に帰属す る ものが6基(配 石1～4・6・7)、 今 回調 査 で時 期不

明の ものが1基(配 石5)、 合計7基 検 出された。 これ らは石棺状 に石組みの行われ るもの(配 石1～4)、

礫10数 個 が集 中す るだ けの もの(配 石6・7)、 その他(配 石5)に 分 け られ る。

①第1号 配石遺構(第5図)

調査 区の北寄 り、S90-W30グ リッ ドに所在す る。構造的 には長 さ25～40cmほ どの棒状 礫37個 を配 した石

棺状 の構築物 であ る。本趾 は平 ・断面 ともに舟形 と呼ぶ にふ さわ しい形 態を呈 してお り、 あるい はそれを意

識 している可能性 もあ る。以下、舟形 とみ た場合 の舳先 側を先 端部 と して遺構 の記述す る。

各壁 の礫 は先端部 でほぼ垂 直、他 は階段状 に2～3段 積み上 げてい る。先端部分 には棒状礫 を長軸方 向に

配 し、遺構 の方 向性 を強調 しているよ うにみ られ る。底面 は砂質土層 中に設 け られ、先端側 の レベルが若干

高 く小 口幅 も大 きい。各部 の計測値 は底面 の内法 が長軸長76cm、 先端側 の小 口幅18c皿、末端側の小 口幅13cm、

壁最上面 での内法長軸長81cm、 幅41cm、 壁上面 か ら底面 までの深 さ15～25cm、 検出面 か らの深 さ33～39cm、

長軸方位N-53.一Eを 測 る。 さ らに礫積みの上面 に は明 らかに蓋石 と受 け取 られ る棒状礫7個 が長軸 に直交 し

て並べ置かれ、別 の礫2個 で壁 との隙間が埋 め られてい る。蓋石 は配石 の底面か ら7～11cm浮 き、 中央部 の

礫 が若干低 く落 ち込んで いる ことか ら構築 当時内部 が空洞 であ った ことがわか る。 なお配石 の掘 り方 は長径

166cm、 短径103cmの 長楕 円形 を呈 してい る。

本祉 内か らの出土遺物 は皆無であ るが、遺構外西 か ら南 に隣接 して土器集 中14が 存在、古墳時代 中期 の土

師器杯 などが出土 して いる。

②第2号 配石遺構(第6図)

S111-W51グ リッ ドより検 出 された。本趾 は配石1に 比較 して礫積 みの保存状況 はよ くないが、 形態 的 に

はや は り舟形を呈 し、 先端部分 の棒状礫 の配 し方、側壁の礫積 みのあ り方 などに配石1と の強い共通 性が窺

え る。蓋石 は西 壁上 に原位 置を とどめて並べ置かれた部分 があ る他 は乱 れてお り、意 図的に破壊 されてい る

可能性 もあ る。 南西外 に散乱 す る礫 も本来蓋石 と して用 い られた ものであろ う。一方、北側、先端部分 の外

側 にも壁上面 レベル に礫14個 が集積 して いるが、意 図を もって配 されたのか、あ るいは本来蓋石や壁構築材

と して用 い られた ものが廃棄 されたのか、 にわか に判 断 しがたい。底面 はや はり先端側が高 ま り、小 口幅 も

広 くな ってい る。配石各部 の寸法 は底面での内法 が長軸長約80cm、 幅15～20cm、 壁上面で の内法長 軸長約80

c皿、 幅最大43cm、 壁上面 か らの深 さ30cm、 長軸方位N-36.一Wを 測 る。掘 り方 は長径107cm、 短径80cmの 小 判

形 を呈 してい る。遺物 はま った く出土 していない。

③第3号 配石遺構(第5図)

S117-W48グ リッ ドで検 出された。本趾 は礫 の状況や形態の あり方 が配石1・2と はや や異 な ってお り、

む しろ配石4と の共通点が窺え る。配石 の平面形態 は長方形を呈 し、小 口部分 には礫 が配 されていないか、

失 われて いる。側壁 は扁平礫 を立ててお り、箱型石棺状を呈 す る。 この点が配石1・2と 異 な る点 で あ る。
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底面 は北側でやや低 くな るが、小 口幅 は逆 に大 きい。各部 の計測値 は底面 の内法 が長軸長80cm内 外、幅25～

31c皿、壁石上 端か ら底面 までの深 さ最大18c皿、長軸方位N-5.一Wで あ る。掘 り方 は楕 円形 を呈 し、長径98c皿、

短径77cmを 測 る。

遺構周 囲の検出面 か らは古墳時代中期 の土師器杯2個 体分 の破片 が散在 的 に出土 してお り、本 趾 に伴 う可

能性 が高 い。

④第4号 配石遺構(第6図)

本趾 はS111.W36グ リッ ドで検 出され た。配石1と 並 び、残存 状況の良好 な遺構 であ る。基本構i造は配石

3と 同様、扁平礫 や棒状礫 を直立 させて側壁 を設 け、 小 口壁 は棒状礫を横 に積 み上 げた、長方形 を呈 す る も

のであ る。底面 は土床 としてい る。蓋石 は配石1と 同様、棒状礫を長軸 に対 して横位 に並 べ置 く。 また側壁

上端 か ら外側 にかけて、縁礫 や小 さめの棒状礫 を多数配 して補強を行 って いる。

各部 の寸法 は底面 中央 での長軸長60cm、 幅18cm、 礫積み上端か ら底面 までの深 さ最大28cm、 長軸 方位N-

108..Eを 測 る。掘 り方 は礫積 みよ り一 回 り大 き く、長 さ85c皿、幅45cmを 測 る。壁石 と掘 り方 の 隙間 には灰

褐色土を詰 あてい る。

遺物 は北側 壁外 の東 隅か ら完形 の鉄鎌1点 が出土、刃先 を外側(北)に 向 け置かれた もの と考 え られ る。

⑤第5号 配石遺構(第7図)

S6-EWOグ リッ ドで検出 され た。 層位 的に は旧表土 の直下 にあた り、年代的 には新 しく中世 か近世 の も

の と考 え られ る。遺構 は長 さ165c皿、幅45cm程 の範 囲に3～7cm大 を主 とす る小礫を厚 さ11cmほ どに集積 し、

その北縁か ら西縁 を10～20c皿 大 の礫 による石列 が囲んでいる。石列 および内部の礫 の上面 レベル はほぼ水平

であ る。 また長軸 の方位 はNSO.で ある。伴 出遺物 はな く、何 の意 図を もって構築 され た もの か不 明で あ

る。本肚 か らの遺物 の出土 はない。

⑥第6・7号 配石遺構(第7図)

配石4の 北側、S105～108-W3～6グ リッ ドで近接 して2基 が検 出 された。層位的 には配石1～4や 土器

集 中 と同一面 に存在 し、古墳時代 中期 の遺構 と考 え られ る。配石6は12～20cm大 の礫12個 が南北93cm、 東西

125cmの 範囲 に集 中す るが 中央部 には礫がみ られない。配石7は8個 の礫が南北44cm、 東 西56cmの 範 囲 に集

中す る。 いずれの遺構 も礫 はほぼ同一 レベル に分布 してい る。遺構 にと もな う確実 な遺物 の出土 はない。

(2)土 器集中地点(第7～9図)

古墳時代中期の土器が包含層中から複数まとまって、あるいは完形に近い個体が単独で出土 した地点を土

器集中地点 として呼称 した。 これらは特に住居趾や土坑等の遺構にはともなわないが、大半が古墳時代中期

の遺物包含層が落ち凹んだ個所にあり、復元可能な個体が多いことか ら、何 らかの行為にともなって凹地や

その縁に置かれたり廃棄 されたものと考えられる。大小合わせて19個所で検出され、分布的には調査区南東

部の土集2～11の 一群、若干空間をおいた西側の土集12・13・19か らなる一群、調査区中央西寄 りの配石1

～4周 辺に分布する土集14～18の 群にまとまり、さらに前二者が複数個体の土器やその他の遺物で構成され

るのに対 し、後者 は単独での土器出土が多い傾向にある。 したが って この両者は性格的に若干異 なっている

のか もしれない。なお凹地状地形 については前章でも触れたように、流路等の自然作用により形成されたも

のが古墳時代中期に至って埋没が進行 し、ゆるい起伏のある地形 となったものと考えられる。凹地は幅1～

数mの 帯状を呈 し、南東か ら北西方向に走る傾向が窺える(第4図 にスクリーントーンで示 している)。
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土器集中地 点1調 査 区の東縁部 にあり、 南北 に弧状 にのび る浅 い凹地状地形の中か ら検 出 され た。土師

器甕1個 体分 の破片 が50cmほ どの範 囲 に、 第V層 中で ほぼ同一 レベル に集積 して いたが、 細片 が 多 く接合 に

は至 らなか った。 この周 囲の凹地 状地形 内外か らも別 の土 師器 の小破片が散在的 に出土 してい る。

土器集中地 点2調 査 区南東部 か ら検 出 された。東西 に走 る凹 地状 地形 の南縁 部 よ り、 完 形 の土 師器 杯

(4)と 初期須恵器 の杯(3)が 凹地 に落 ちかかるよ うな状況で 出土 した。状況か ら本来 は並べ置か れ たか重 ね

られて いた可 能性があ る(第8図)。

土器集中地点3土 集2の 西 側、同 じ凹地状地形 の南縁 にあ る。 第V層 中の南北120cm、 東 西50cmの 範 囲

に土師器片7点 以上が集 中す るが接合品 は少 な く、堆 の底部1点(5)を 図示で きたのみであ る。

土器集中地点4土 集2・3の 南 に、東西 に走 る別 の凹地状地形 が あり、その北縁 か ら凹地 内 にか けて の

南北110cm、 東西200c皿 の範 囲の第V層 中 に土師器片 が集 中 して いた。 しか し点数 が少 ない上接合 ・図化 で き

るものはみ られ なか った。

土器集中地点5土 集4南 側の平 坦面上 にある。南北140cm、 東西120cmの 範 囲か ら土 師器 片11点 以上 が 出

土 したが、別個体 の小破片ばか りで接合 ・図化 しうるもの はない。

土器集中地点6土 集5の 南、南東か ら北西 に走 る浅 い凹地状地形 の南縁、第V層 中約150cm四 方 の範 囲

に土 師器片が分布 して いた。や は り別個体の破片が多 く接合 ・図化 で きるものはない。

土器集 中地点7土 集6の 南西、南東か ら北西 に走 る浅 い凹地状地形 の北縁 か ら内部 にか けて の南北200

c皿、東西250c皿 の範囲か ら20点 以上 の土師器片、鉄製 品2点 、形態不 明の土製 品20点 以上 が 出土 した。 土 師

器 は破片が散在 し、接合 の結果 ほぼ完形の小形 甕1点(7)と 高杯 の脚部1点(6)が 図示 で きたが、 大 半 は接

合 で きない もので ある。土製品 も一括品 と考え られ るが接合 で きるもの は少 な く、全形や個体数 は不 明であ

る(図 版参照)。

土器集 中地点8土 集6の 北西、同 じ凹地状地形 の北縁、南北75cm、 東西100cmの 範 囲か ら接合 す ると ほ

ぼ完形 になる土師器杯(8)・ 小形甕(9)の 破片が4点 以上 出土 した。

土器集 中地点9土 集4の 西、同 じ幅180cm、 深 さ20c皿の凹地状地形 の両縁か ら内部 にか けて検 出された。

土器集 中の中では最 も規模が大 き く200cm四 方 の範 囲か ら土師器杯3(10～12)・ 高杯1(13)・ 堆4個 体以上

(14～17)の 完 形品がま とま って出土、 あたか も凹地の縁 に置 き去 りにされ た ものが崩 壊 し、 内部 に落 ち こ

んだかのよ うな状況 を呈 して いる(第8図)。 よ り詳 しくみると凹地 の北縁 には堆1点 を含 む2個 体、 南縁

か ら内部 にかけて杯3点 、高杯1点 、堆2点 以上 があ った。 その うち4個 体 については原位置でっぶ れたよ

うな状況 を呈 して いる。

土器集 中地点10土 集3の 西 に独立 した楕 円形 の凹地状地形が あ り、 その南縁 か ら内部 にか けてお よそ南

北220cm、 東西190cmの 範囲か ら遺物が多 く出土 した。接合 の結果土師器杯(18)・ 堆(19)・ 壼(20・21)・ 小

形甕(22)な ど4個 体を図示す ることがで きたが大半 は破片で、 南縁か らっぶれた状態で 出土 した小形甕のみ

ほぼ完形で ある。

土器集 中地点11土 集10の 北 西、土集2・3か ら続 く凹地状地形 の北縁 か ら内部 にか けて、南北170c皿 、東

西290cmの 範囲 に土師器高杯3個 体分(23～25)の 破片が集中 して いた。 この うち1点 は脚部 が凹地 の縁 にあ

り、杯部 の破片が内部 にか けて散 っていた ことか ら、本来 は凹地 の縁 に置かれていた もの と想像 され る。 な

お高杯以外 の破片 はまった くみ られない。

土器集 中地点12土 集2～11か らのび る凹地状地形 と土集4～9よ り続 く凹地状地形の合流点 の北縁 にあ

る。平坦面上 の南北120cm、 東 西140cmの 範囲 か ら同一個体の土 師器杯1個 体分(26)の 破片 が 出土 し、 他 の

個体 はみ られない。

土器集 中地点13土 集12と 窪地状地形 を隔 てて対岸、東南 の土集19の 方 向か らくる別 の凹地状地形 とに挟
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まれた面の合流点先端から検出された。検出面からかなり深い位置にあり、100cm四 方 の範囲か ら土師器片

と鉄鍛1点 が出土 した。土器 は完形 となるものはないが、壺の口縁部2点(27・28)を 図示 しえた。

土器集中地点14配 石3に 近接 しその西か ら南にか けて完形の土師器杯1個 体分(29)と 別個体 の小破片

が出土 した。土師器杯は大半の破片が1ヵ 所にっぶれた状態で出土 している。

土器集中地点15配 石2の 南西に近接 して検出された。土師器高杯の杯部(31)の み単独でっぶれた状態

で出土 している。

土器集中地点16配 石4・6・7の 北方、配石1の 西方に位置 し、幅の狭い凹地状地形の底面か ら土師器堆

1個体(32)が っぶれて出土 した。

土器集中地点17土 集16北 西の平坦面から土師器無頸壼1点(33)が 完形で出土 した。

土器集中地点18配 石2の 北側、弧状を呈す る狭い凹地状地形の底面に検出された。底部を欠 く土師器二

重口縁の壺1個体(34)が 出土 した。

土器集中地点19土 集13の 南東 にあり、南東～北西に走 る幅の広い凹地状地形の北寄り底面、80cm四 方の

範囲か ら土師器片が集中 して出土 した。接合の結果、 ほぼ完形の土師器小形甕(30)と なったが、接合で き

ない別個体の破片 も存在する。

(3)火 葬墓(第8図)

調査区の東縁、S108-E12グ リッドから単独で検出された。掘 り方本体は長方形を呈 し、底面での寸法 は

長さ63cm、 幅35cmを 測 る。検出面から底面までの深さは23cmで ある。壁面はオーバーハングし、上部 ほど被

熱硬化が著 しい。底面 はあまり焼 けていない。西壁中央にはこの形態の火葬墓に特有の壁面の被熱 した張り

出し部がとりっき、そこか ら東壁までの底面は溝状に一段深い。覆土は灰褐色土を主体 とし、下層には多量

の木炭と少量 の焼土塊、微細な焼骨片がみられた。遺物は被熱の著 しい銅銭が張 り出し部寄 りの覆土下層か

ら2点(銭 種不明)、南壁下か ら1点(永 楽通寳)出 土 している(図 版参照)6

本趾はその形態か ら中世 に帰属するものと考えられるが、出土 した永楽通寳が初鋳1,408年 で あること、

出土 した炭化材による放射性炭素年代測定の結果から西暦1,460年 の年代が得 られており(付 編参照)、 室町

時代、15世 紀代の所産である可能性がきわめて高い。

(4)溝 状遺構(第4・10図)

中世 あるいは近世以降の溝状遺構 が15条 検 出されて いる。 この うち流路 的な ものに溝5・8・15～17が ある。

溝15を 除 きほぼ正確 に南北 また は東西 に走 り、掘 り込み も安定 してい る。 これ らの覆土は暗灰色 の砂質土で、

底面 には鉄分 の沈着が認め られ る。遺物 はわずか に陶器片が得 られたのみである。溝15は これ らと方向性等

が異 なってお り、時期的 にも溝16に 先行す る ことか ら年代や性格 が異 なる ものと見 られ る。

調査区 の東部、火葬墓周 辺か らは幅50～60cm前 後、 長 さ230～420cmの 溝状 の掘 り込 みが6条 検 出 された

(溝9・11～13・21・22)。 いずれ も形態 や規模、覆土 の状況が酷似 し、方 向や配置 にも規則 性 が窺 え る。 同

一一の意図を もって掘 り込 まれた もの と考 え られ よ う。遺物 はまった く出土 して いない。

このほか、溝17の 西側 に溝24～26・29が あ り、溝26は 溝17と 平行 に走 り同時期のものと推定 される。溝24・

25・29は 本来1条 の溝が断続 した もの と捉え られ、覆土や方 向性 か ら溝15と 同時期 の もの と考 え たが、 古墳

時代中期以降、中世の間の いずれの時期 に比定 され るのか、 出土遺物が ないため不 明である。
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第5図 検 出遺構(1)
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第6図 検出遺構(2)
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第7図 検 出遺構(3)
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第8図 検出遺構(4)
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図　第 検 出遺構(5)
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第10図 検出遺構(6)
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2.出 土遺物

(1)土 器(第1表 、第14・15図)

土器集 中、 グ リッ ド及 び試掘 トレンチ内か ら土器 の出土 をみて いるが、総量 はコ ンテナー4箱 と多 くない。

この うち図化提示 で きた ものは36点 で、 いず れ も古墳時代中期、5世 紀代 の土器 と推定 され る。

①種別 ・器種 ・器形

種別 は土 師器 と須恵器 だが、須恵器 は1点 のみで他 はすべて土 師器 である。器種で は、土師器 には大別 し

て杯 ・高杯 ・堆 ・壼 ・甕 ・小形甕 があ り、須恵器 は蓋杯で ある。 なお、 当地域 の古墳時代中期の土師器 につ

いて器種器形一覧 を第11図 に示 す。本稿 の分類 も基本的 に これ に従 っている(以 下、器種名 に冠 す る 「土 師

器」 は省 略 し、須恵器 の場 合のみ表記 す る)。 器面調整 は第1表 を参照 されたい。

杯12点 を図化提示 で きた。杯Aは 丸底 を もっ体部 か ら口縁 が短 く外反 ・外開す る外形を呈 す もので、頸

部内面 に明瞭な稜 を もっ。 しか も身の深い もの(杯A1:12・18)と やや浅 めの もの(杯A2:1・8・10)に

細分 され る。杯Cは 口縁部が 「く」 の字 に括れ る頸部か ら外開す る もので、深 めの身を もっ。2・11・26・29

が該当す る。29の 口縁端部 は僅かな面 を有 し、沈線 が認 め られ る。 口径、器高 ともに他 よりひ とまわ り大 き

いので鉢 とす るべ きか もしれな い。杯Dは 丸底 の体部 か ら稜 を作 って長 めの口縁部が直立気味 に開 くもので、

4・35が 該当す る。須恵器の杯蓋 を反転 させて模倣 した もの と考 え られ る。今回 は杯Bの 出土 はな い。 なお、

11は 内面 の色調が黒色 を呈 して お り、黒色処理 が行 われた初期 的な個体 と考 える。

高杯6点 を図化提示で きた。全形 を把握 で きた ものは13の1点 のみで、23・24は 推定復元 であ る。杯部

が2段 成形 の高杯Aお よび高杯Cが 主体 とな る。他 に杯Bに 似 る杯部 が1点 あ り(31)、 既存 の分 類 に該 当

しないが便宜的 に高杯Dに 含 める。

高杯Aは4段 成形 のいわゆる屈折脚高杯で、23・24・25と 脚部 のみの6が 該当す る。杯部 の形 態 は、24で

は杯部 中位 の稜 よ り上が直線的 に外開 し、23は 内湾気 味にな る。脚部 は25を みると筒部 がかな り短 くなって

い る。高杯Cは13の1点 のみである。2段 成形の杯部 に円錐形 の脚部 が組 み合 わさる。 高杯Dに は31の1点

を該 当 させ る。高杯Dは 第11図 の分類 では杯A形 の杯部 を もっが、31は む しろ杯Bあ るいは杯Dに 似 ている。

ここで は杯 に似 せた杯部 を もっ とい う点で高杯Dの 一種 と理解 したい。

堆(小 形 壺C)全 形 がわか る5点(14・15・16・17・32)と 一部 のみの2点(5・19)の 計7点 を図化提

示で きた。丸底 でやや偏平 の球形 を呈す る胴部 に、小 さ く締 ま って くびれた頸部か ら直線 的また はやや内湾

して開 く口縁部 が付 され る特徴 的な形態 を もち、最大 径 は胴部 中位 にあ る。器面調整 は ミガキを基調 とす る

が、丸底化 した時のケズ リを磨 き潰 さずに残す個体 もあ る(14・16・17)。14の 底部 中央 には直径2cmほ ど

の凹部が作 られてい る。

この堆 の形 態 は同時期 の須恵器腺 を模倣 した もの と考 え る。須恵器腺 にみ られ る胴部 の一孔 や口縁部 の稜

などが堆 には無 いので、忠実 な模倣 とい う点で は問題 もあ るが、大 きさや偏平気味の胴部、 口縁部 の内湾形

態 は明 らか に須 恵器腺 の影響 を受 けている。む しろ、須恵器腺 の模倣 品 とみるより、 その影響で新 たに成立

した土師器の器種 と捉 え るべ きであろ う。

壺 ほぼ全形 がわか るもの と して二重 口縁 を もっ大形壺A(34)と 単純 口縁 の大形壺B(36)、 丸 底 の小形

壺A(22)、 小形 の無頸壺(33)の4点 、 また、破片資料 と して 口縁頸部(21・27・28)、 底部(20)の4点 、

合計8点 を図化提示で きた。

34の 大形壺Aは 口径14cm、 推定器高18cmを 測 る小形品であ る。欠損 のため底部の形状 は不明だ が、球形 の

胴部 と 「く」 の字 に くびれ る頸部、 中位 で稜 を もって2段 に外反 す る口縁部 など壺Aの 特徴 を備 えてい る。
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口縁部 の稜 は外面 が直角 に近 く角張 るのに対 し、 内面 はわずか に くぼむ程度 しかない。36は 口径16.2、 底径

7.4、 器高29.8cmを 測 る中形 品で、平底 を もっ点 や胴部最大 径26.5cmに 対 して頸 部径 が13.1cmと 狭 い点 、 煤

や炭化物付着 の使用痕 がない点 か ら、本稿 で は大形壺Bに 含まれ るもの と考 えた。 ただ し、器面 調整がハ ケ

メを基本 と して ミガキがみ られない ことか ら甕 に分類 す ることもで きよ う。22は 丸底 で球形 の胴部 か ら直線

的 に口縁部 が開 く形 態を呈 し、 直口壺(小 形壼A)の 一種 と推定 され る。 ただ し、外面 の調整 に ミガキが行

われず、 ハケ メを残 してい る。33は 口径5.3cm、 器高5.7cm、 胴部最大径9.1cmを 測 る小形 の無頸壺 の完形 品で

ある。小型丸 底壺 の口縁部 を取 り除いた胴部 のみの形状 に類似 す る。 内湾す る口縁 の端部 は ヨコナデ によっ

てわずか に上方 へっまみ出 されてい る。21・27・28は 短 く立 ち上 がる口縁部で、小形 の壼 の一部 と推定 で き

る。 いずれ も口縁部 内外面 に ミガキが施 されてい る。

小形甕7・9・30の3点 を該 当させ る。 いずれ も平底 で、最大径が胴部 に位置 し口径 もこれ に匹敵 す る。

ただ し、9は 器高 を口径 が上 回 り、 内外器面 に ミガキが施 されて杯Cに も近似す る。

須 恵器蓋杯3の1点 のみである。形態 は土釜形 を呈 し、 口縁端部内面がわずか に面取 り気味 とな ってい

る。器面調整 は、全面 を ロクロナデされるが、 内面 は不定方 向のナデ、外面底部 は丁寧な手持 ちケズ リが行

われてい る。

②土器群

各土器集中遺構から出土 した土器は、いずれ も出土状況か らみて廃棄の同時性を有する一括遺物 と考え ら

れ、組成や組合せによる編年的位置を探るのには非常に有効である。また、土器群 ごとに器種組成がまった

く異なり、同様な遺構(土 器集中)で ありなが ら際立った対比をみせているのも大 きな特徴である。代表的

な土器群にっいて組成の特徴や編年上の位置にっいて検討 してみたい。

土器集中2出 土土器群 杯D(4)と 須恵器蓋杯(3)が 重なるように出土 しており、 この2個 体は廃棄の同

時性を完全に有する土器群 と認定できる。杯Dは 前述のとおり須恵器杯蓋を上下を反転して模倣 したもので、

これと本来の須恵器蓋杯が組み合わさって出土 したことは、当該遺構の性格を探る上で注目に値 しよう。た

だ し、3の 須恵器蓋杯は編年的にはTK73窯 式に相当 し、 これに比せ られる同窯式の須恵器蓋の形態は杯D

とは異なる。むしろ4の 杯DはTK208窯 式以降の須恵器蓋杯を模倣 していると考え られ、 その時期的なズ

レをどのように理解するかが課題となろう。

土器集中9出 土土器群 杯A(10・12)、 杯C(11)、 高杯C(13)、 堆(14～17)の8点 がまとまって出

土 し、廃棄の同時性をもっ土器群と認定できる。特に高杯 と堆は遺存状態がよ く、非常に良好な土器のセッ

トといえよう。本土器群の特徴は8点 中4点 を堆が占めていることである。 この偏 った器種組成は本土器群

が堆を中心 とした用いられ方を していた事実を示すが、 この器種は須恵器腺を模 して成立 した器種であり、

同時期の古墳周溝内祭祀で も須恵器腺 と互換的に使われている点か ら、 きわめて祭祀的な傾向を有す と考え

たい。編年上でも堆は第13図 の編年表4段 階に特徴的に現れており、本土器群の時間的な位置を限定する良

好な資料となる。

土器集中11出 土土器群 高杯Aば かり3点を図化提示 している(23～25)。 いずれも欠損部が多 く図上復元

であるが、出土状況か ら推定 して完形品に近いものが3点 同時に正位に置かれ、杯 ・脚などの接合部か ら折

損、剥離 していったものと考えられる。杯部に杯や ・などを載せない高杯のみの構成 は珍 しいが、土器では

ない有機物が載せ られていた可能性 もあろう。祭祀的な傾向の強い土器群といえる。編年的には24の杯部に

みる段下部分の発達や23の杯部上半の内湾気味の開き、25の 脚部上半の短小化などは、いずれも高杯Aの 型

式変化を示 し、第12図 の編年表4段 階およびそれ以降に比定できる。
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③松本盆地の古墳時代中期土器編年と出川西遺跡Vl出 土土器の位置

第12・13図 は松本盆地における古墳時代中期を中心 とした土器編年表(案)で ある。 これ は高杯A(屈 折

脚高杯)の 消長と型式変化を基軸に6段 階に区分 したもので、1段 階が4世 紀後半～末、6段 階が5世 紀末

から6世 紀初頭、2～5段 階が5世 紀に相当すると考えている。

1段 階は高杯Aの 出現期で、杯部は稜か ら上の方が大きく、やや外反す るのが形態的特徴である。脚部 は

よい資料を欠いているが、脚筒部がかなり円柱形に近いものと想定する。器種組成は、まだ前期的な高杯や

小型丸底鉢、小型器台などが伴 っている。小型丸底壺(小 形壺B)も 現れる。壺や甕の詳細は把握で きてい

ない。本段階には松本市岡田町0032住 、白神場2住 、向畑1住 が相当する。

2段 階は前期的な様相がほとんど払拭される時期で、高杯Aと 小型丸底壺(小 形壺B)で 構成 される。高

杯Aの 形態は、杯部の稜より下部が前段階に比べてやや広 くなり、脚は筒部が円錐形状を増す。杯部の形態

は高杯Aと 同じだが、脚部が円錐形を呈す高杯Cが 出現する。一・方で前期的な直口壺(小 形壺A)が 残存 し

ている。口縁部が直立する中期的な二重口縁壺(大 形壺A)や 、低部をケズリで丸 くした甕A・ 甕Bが 確実

に出現 している。 ごく稀に高杯などに内面黒色技法が認められるが、丁寧な ミガキを伴わず、定型化 したも

のではない。本段階 は松本市堀の内81・101住 、鎌田2住 、白神場12住 が相当する。

3段 階は杯が出現 し小型丸底壺(小 形壺B)と 共存する時期である。高杯Aの 形態は前段階とほ とん ど同

じだが、杯部稜下の発達 と脚筒部の円錐形状化が微妙に進行 し、脚筒部にわずかな膨 らみを感 じさせるもの

も現れる。杯 は口縁端部がわずかに外反する杯A、 頸部が括れる杯C、 口縁端部が単純に収まる杯Bが 揃 っ

て現れている。杯Aは まだ内斜口縁を採用 していない。杯Aあ るいは杯Cを 載せたような高杯Dも 出現する。

腺(小 形壺D)や 、甕形の大形甑も確認されている。内面黒色技法は前段階と同様の状況である。松本市高

宮土器集中 ・1住 、山影30・32・33・37・44住 が相当する。

4段 階は杯 と高杯が主体 となり、小型丸底壺(小 形壺B)が 消滅 した時期である。高杯Aは 脚筒部の短脚

化が始 まり、杯部上半の外反はなくなる。杯Aに は内斜口縁が現れ、高杯Bが 確実に伴 う。堆(小 形壺C)

は本段階を中心に存在する。須恵器の伴出が確認され始めるが、窯式はTK73か らTK208ま での ものがあ

り、伝世品を想定する必要がある。内面黒色技法は前段階と同様の状況で、非常に稀にしかみ られない。本

段階には松本市11・18住 、向畑11・12号 古墳が相当する。

5段 階は高杯Aの 短脚化が進行 し、脚部の稜が不明確 になって高杯Cや 高杯Bの 円錐脚 と区別がっかない

ものも現れる時期である。把手付の大形甑の存在が確認 されている。内面黒色技法が杯に散見できるように

なる。 ミガキを伴 っており、 この段階で定着が始 まったと考える。本段階には塩尻市中挟1・18住 、松本市

県町64・71住 、大町市中城原3号 古墳周溝が相当する。

6段 階は高杯Aの 短脚化がさらに進行 し、この段階を最後に消滅する。杯Aも 内斜口縁を含めて ほとん ど

み られな くなり、口縁部の拡大 した杯Cが 主体となる。須恵器の高杯を模 した高杯Eや 高杯Fが 確実に伴 っ

て くる。壼や甕については良好な資料が得 られていない。古墳時代中期的な土器様相がこの段階で失われて

いくと考えたい。須恵器はTK23～TK47窯 式のものが伴 う。内面黒色技法が杯や高杯に頻繁に施 され、 こ

の段階で普遍化する。本段階には松本市平田里1号 古墳周溝、大町市中城原6号 古墳周溝が相当す る。

今回の出川西遺跡6次 調査出土品の時期は、良好な土器i群として捉えた土器集中9が4段 階、土器集中11

が4段 階およびそれ以降に比定できてお り、その他の土器を含めてもほぼ4段 階に相当すると考えるのが妥

当とみる。内斜口縁の杯Aの 存在や堆(小 形壺C)の 盛行、小形丸底壺(小 形壺B)の 不在、内面黒色技法

の普遍化以前、などの特徴を考慮 した結果である。また、 これまで当地域で位置付けが不明であった杯Dが

今回の土器群に伴 ったことにより、4段 階から存在する可能性が高まったことを指摘 したい。
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(2)土 製品(図 版18)

土器集中7か らは20点以上の土製品が出土 した。 これらの多 くは細片化 しているためほとんど接合できず、

その全体像を把握できなか ったため図化提示はしていない。胎土や焼成、形状 も非常によく似たものばかり

のため、その個体数す ら明確にできない状況にある。

まず胎土 ・色調であるが、基本的には土器集中地点から出土 している古墳時代の土師器杯 ・高杯 ・堆など

と同様、 きめ細かく精製され榿褐色～茶褐色を呈する。形態的には棒状を呈するものと円筒形か何か器物の

一部のような破片がみられる。

前者の、棒状を呈するものは直径1.5～2.8cmほ どで、粘土塊を紐状にのばし、表面をなでたり押 さえたり

しただけのもので、 うち1点 には数 ヵ所に枝状の突起が付されている。他の細めのものには端部をただ丸め

ただけのものがみられる。

円筒ないし器物状を呈するもののうちある程度残存のよいものをみると直径4cm内 外の筒状を呈 し、端部

を少 し外反させている。内外の整形 は雑で、ナデや押 さえを行 っている。端部の処理 も雑で、 ヨコナデは行

われていない。また粘土紐の積み上 げ痕が残 り、接合部で破損 したものがある。

その他、何 らかの形態の表面 に貼付 されていたものが剥離 したと考え られる断片が数点ある。 これ らも表

面の調整は雑で、押さえによる凹凸が目立 っている。

これらの特徴か らみる限り土器や他の実用的な器具ではありえず、形態の特徴か ら何 らかの器材の模造品

の断片ではないかと思われる。そ して粗雑な成整形の模造品という観点か ら時期的 ・地理的に近接する類例

を強いて挙げるならば、隣接する出川南遺跡内に所在する平田里1号 墳の周溝か ら出土 した粗雑 な整形の形

象埴輪がある。埴輪と土製品という大きな相違があるが、粗雑な技法で器物を模 している点に共通する要素

もあり、一応関連資料として挙げておきたい。

(3)金 属製品(第15図 、図版19)

鉄製 品、銅製品 それぞれ4点 ずっが出土 してい る。鉄製 品には鎌 ・11・ その他 があ る。鎌(1)は 配石4か

ら出土 した完形品で、身部長10c皿、基部 幅2.4cmを 測 る。基部 か ら刃部 にか けて はあ ま り幅 を減 ず る ことな

く移行 し、刃部先端 は緩 く湾曲す る。刃部の柄部 に対 す る角度 は670を 、 また基部 の柄部 に対 す る角度 はほ

ぼ直角 である。基部 の端 は全体 を直角 に折 り返 してい る。1/(3)は 土集13か ら出土 した もので、柳葉形 を呈

す るものであ る。身部長1.7cm、 最大幅 はほぼ中央 にあ り1.1c皿を測 る。断面形 は平造 りであ る。 箆 被部 は長

さ6.Ocmを 測 り、断面長方形 を呈す る。茎部 は先端 を欠損す る。 その他、土集7か ら襖 状(5)お よ び弧 状 の

板状(4)を 呈 す る鉄製品が 出土 して いる。それぞれ欠損 品で全形 は窺 い知 れない。 これ らの鉄製 品はいずれ

も古墳 時代 中期 に帰属 す る もので ある。

銅製 品の内訳 は銭3点 ・キセルの首部1点 であ る。銭(図 版19)は3点 とも火葬墓か らの出土 品で、 うち

2点 は被熱 によ り溶着 し、銭種 の判読 は不可 能であ る。 もう1点 も熱 により劣化 が著 しいが、永 楽通寳 の銭

銘 が判読 で きる。永楽通寳 は初鋳が1408年 で、 火葬墓 の帰属時期の上限を示 している。 キセルの首部(2)は

調査 区北東部 の検 出面か らの出土で ある。全長6.8cmを 測 り、劣化が激 しい。
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第11図 松本平の古墳時代中期土器器種一覧
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第14図 出土遺物(1)
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第15図 出土遺物(2)
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V ま とめ

今回の調査では古墳時代中期の集落趾の検出が予想 された。 しかし6,000㎡以上に及ぶ調査の結果か らは

当初予想に反 して遺構 ・遺物の分布が希薄で、住居趾などの発見には至 らなかった。代わって調査区南部か

ら遺物の集中地点(土 器集中地点)が14ヵ 所で検出された。その北側には平成5年 の調査区があり、組合式

石棺状の配石遺構4基、土器の単独出土地点(便 宜上土器集中地点 と呼称)5ヵ 所があった。 これ らは通常

調査の対象となりにくい集落外で見出されたものであるため現時点では類例に乏 しく、その性格は判然 とし

ない。本調査のまとめとして、これ らの遺構 にっいて整理 し、今後の検討課題 としたい。

配石遺構について 平成5年 調査区内の4基 について、 これらは人骨や副葬品の出土がまったくないこと

(配石4か らは鉄鎌が1点 出土 しているが内部空間か らの出土ではない)、 この種の石棺墓が古墳の内部や古

墳群など墓域以外の領域か ら単独の埋葬施設 として検出された例をあまり知 らないことなどの理由から墓趾

として積極的に断定できず、今回は配石遺構と呼称するにとどめた。

組合式石棺状を呈するこれ ら4基 のなかにも石材の組み方や平面形態に二者が存在 した。一方は舟形を呈

するもので、他方は長方形の箱形となるものである。両者 とも土床 とす ることや、蓋石の被せ方に一致 した

特徴が認められる。規模的には底面の長さが60～80cmほ どで小形の箱形石棺にも通 じる値である。また小口

幅が片側で大 きくその側で床面が高まるものがあり、頭位を意識 した石棺的な様相 とも受け取れる。主軸方

向は配石4を 除き先端部が北西～北東方向を向き、一応北方向が意識されているようである。

しか し今回配石遺構群の周辺を調査 したが新たな遺構を見出すことはできず、4基 のみの群であることが

判明 した。また周囲に墓趾的な土坑や古墳などがまった くな く、一帯がおよそ墓域 としては捉え られないこ

となどの点がこの遺構を墓肚 として積極的に評価できない理由である。

一方で周辺 に住居趾などの居住施設 もまったくなく、これ らの遺構が 日常の生活にかかわる施設ではない

ことも明 らかである。配石遺構周囲や南東側には土器集中地点の一群が存在 しており、遺構の性格を考える

上でそれ らとの関係 も考慮す る必要があろう。

土器集中地点について 調査成果で も触れたように帯状の凹地状地形の底面や縁に沿って完形の土師器 ・

須恵器が単独、あるいは1～10数 個体まとまって出土する地点が19ヵ所で捉え られた。これ らを構成する土

器には杯、高杯、壺(堆)類 など小形の精製品と小形甕があるが、大形の土器類はあまりみ られない。 また

群によっては器種の選択が行われ高杯のみで構成されていたり、あるいは鉄製品や模造品的な土製品が伴 っ

ていたりする。出土状況からこれらの原位置を復原すると多 くが凹地状地形の縁に並んでいたり底面 に置か

れていたと思われ、単なる廃棄ではなく意図的に置き去 られたものと推察される。

遺構の性格についてはこれらが居住域か ら離れたところに存在 し、土製品や鉄製品を伴 うものもあること

か ら何 らかの祭祀的な性格を有 していると考えておきたい。わずかな類例を求めれば、群馬県の黒井峯遺跡

において道路遺構の交差点に玉類や破砕された土器が置おかれる例があるが、本例がそれと同じ意味をもっ

のかはわか らない。ところで本遺跡の北側に展開する古墳時代中期の高宮遺跡では集落の西側縁辺部、低湿

地に臨んで大小の祭祀遺構が分布 し、本調査地か ら高宮遺跡にかけての微高地西縁部一帯が、該期において

は祭祀にかかわる特別な空間として認識され、居住域とは区別されていていた可能性 もあり、今後広範な調

査の積み重ねにより究明をしていかなくてはならない課題である。

最後に本調査に際 してお世話になった(株)イ トーヨーカ堂 ・松電商事(株)の 関係者の皆様、調査にご協

力頂いた地元の皆様に感謝の意を表 して本書のしめくくりとしたい。
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付 編

1.出 川西遺跡放射性炭素年代測定結果報告

パ リノ・サーヴェイ株式会社

は じめに

出川西遺跡は、松本市南部を流れる田川左岸の微高地上に位置する。発掘調査によって検出された土坑は、

出土 した渡来銭などから、中世の火葬墓 と考えられている。 ここでは、土坑覆土より出土 した炭化材の放射

性炭素年代を測定することにより、その年代を検討す る。

(1)試 料

試料 は、 中世火葬墓 の覆土 よ り採取 された炭化材1点 である。試料名 は、火葬墓No.1出 土炭化 材である。

(2)分 析方法

①前処理

乾燥、粉砕 した ものを水 に入 れて、浮上 して きた ものを除去 した。次 に水酸化 ナ トリウム溶液で煮沸 した。

室温 まで冷却 した後、水酸化 ナ トリウム溶液 を傾斜法 で除去 した。 この作業 を、 除去 した水酸化 ナ トリウム

溶液の色が薄い褐色 にな るまで繰 り返 した。次 に濃硝酸 を加えて煮沸 した。室温 まで冷却 した後、傾斜法 に

よ り除去 した。充分水 で洗 浄 した後、乾燥 して蒸 し焼 き(無 酸素状態で4℃ に加熱)に した。蒸 し焼 きに し

た試料 は醇酸 素中で燃焼 して二酸化炭素 を発生 させ た。発生 した二酸化炭素 は補集後、純粋 な炭酸 カル シウ

ムと して回収 した。

②測定試料の調製

前処理で得 られな炭酸 カル シウムか ら真空状態で二酸化炭素、 アセチ レン、 ベ ンゼ ンの順 に合成 した。最

終的 に得 られた合成 ベ ンゼ ン3m4(足 りない場合 は、市販の特級ベ ンゼ ンを足 して3m4と した)に シンチ レ

イターを含むベ ンゼ ン2畝 を加 えた ものを測定試料 と した。

③測 定

測定 は、 液体 シンチ レー シ ョンカウ ンターによ り、1回 の測 定時間50分 間 を20回 繰 り返 し計1,000分 間行 っ

た。未知試料 の他 に、値 が知 られているスタ ンダー ド試料 と自然係数 を測定す るブラ ンク試料 を一 緒 に測定

した。

④計 算

放射性炭素 の半減期 として、LIBBYの 半減期5.570年 を使用 した。

(3)分 析結果

測定結果を表に示す。

第2表 放射性炭素年代測定結果

試 料 年代値

(年前)

誤 差
LabNo

試 料 名 性 状 十 一

火葬墓No.1出 土炭化材 炭化材 490 290 280 PAL-221

注(1)年 代値:1,950年 を基点とした値。

(2)誤 差:測 定誤差2σ(測 定値の95%が 入 る範囲)を 年代値に換算 した値。

(3)PAL:パ リノ・サーヴェイ(株)で 測定。
●

一29一



(4)考 察

今回の年代値をそのまま暦年に直すとA.D.1,460年 であり、室町時代の中頃に相当す る。 したっが って

土坑の年代はほぼ室町時代のものである可能性が高い。ただ し、より詳細な年代の特定にはよ り多 くの年代

資料を得るなどの検討が必要であろう。

また、暦年代と測定年代のずれも考慮 しなければならない。 これは、 よく知 られていることであるが、過

去の大気のCO、 における14Cの 濃度が現在のそれとは同一一でないことや、年代測定の計算に用いられてい

る半減期の年代が、その後の実験 により実際の半減期 とは2%ほ ど異なっていることなどの理由により、測

定年代 と暦年代は必ず しも一致 しない。暦年代への補正 は、年輪年代のわかっている樹木について年輪毎の

放射性炭素年代を測 り、暦年代と測定年代とを対応 させた曲線を用いることによって行われるが、現在 はま

だ様々な曲線が存在 し、多 くの問題点 も含んでいる。 したがって、 ここでは特 に補正は行わないが、今後の

暦年代補正の研究の進展によっては、本測定値の評価 も変わる可能性がある。

2.出 川西遺跡の既出資料について

はじめに

出川西遺跡ではこれまでに数多 くの表面採集資料や調査資料がえられている。なかで も本報告第6次 調査

地点の東約400m、 日穀製粉の敷地内において平成5年 に行われた立会い調査(出 川西H)の 出土資料 は土

器 ・石器 ともに弥生時代中期後半の単独住居趾か らの出土資料 として良好な内容を有 してお り、付編として

ここに紹介 しておきたい。

資料の提示の前に調査所見について簡単に触れてお く。経過 としては工場建設による工事立会い時に遺構 ・

遺物が検出されたため60㎡ ほどが面的に調査されるに至 ったものである。その結果、弥生時代中期後半の住

居趾1棟 と土坑2基、古墳時代の溝状遺構1条が検出された(図 版19)。 住居趾は全体を露出するまでには至 ら

なかったが、一辺5m以 上の長方形を呈 し、周溝と柱穴を有するものである。黒色の覆土中か らはおびただ

しい量の土器片が出土 したがそのほとんどが破片で接合 ・復原できるものではなかった。 しか し土器群に混

じって同一 レベルから横位に潰れた完形の甕が1点 のみ出土 した(図 版19)。 調査時には明確 に認識 されて

いないが、周囲の土器片 とは状況が異なっており、土器棺墓など別遺構の可能性 もある。

(1)土 器(第3表 、第16～18図)

住居趾及び周辺の検出面 と土坑内か ら多量の弥生土器 とごく僅かな古墳時代の土師器が出土 している。総

量 は整理用 コンテナー4箱 で、調査面積に比 して多い。小片まで図化提示に努め、75点 を図示 した。

①弥生土器

弥生土器 は時期的には中期中葉(第16図1・2)と 中期後半～末(第16～18図3～74)の2時 期が認め ら

れる。前者 は土坑4に、また後者は第6号住居趾に伴 うもので、検出面か らの出土品もこの二っの時期に限 ら

れるため、双方の遺構に関連するものであろう。数量的には中期中葉のものはごく少量で、中期後半～末が

大半を占める。 したが って、以下では大半を占める中期後半～末のものを中心に記述を進める。

i)器 種 ・器形

器種は大別 して壼、甕、台付甕、高杯、鉢があるが、その中にも若干の器形の差異がみられる。各器種ご

とに検討 したい。
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壺3～14・65・73が 相当す る。全形 を知 り得 る ものはないが、 口縁部形態で分類す ると、単純 に外反 す

る壼 口縁A(4・5)と 端部が僅か に受 け口になる壺 口縁B(3・6)の2者 が認 め られ る。 頸 部 ・胴 部破 片 の

中には、頸部で径が細 ま り、 その上端で僅か に くびれ の稜 を有 して 口縁部が開 く形態を採 る ものが み られ る

(7●8●12)。

甕15～52・66～69が 相当す る。 口径が30c皿 を超え る大形の ものか ら、10cm以 下の小形品 まで さまざまな

大 きさが ある。全形がわか る ものが少 ないので、小形品 には台付甕が含 まれて しまってい る可能 性が ある。

口縁部形態 に着 目 して分類す ると、短 く外反す る甕A(15・17～21・30～34・39・44・46・47・49・66・67)、

受 け口になる甕B(16・29・40～43・68)、 受 け口が有段 に近 くなる甕C(22～28)の3者 が認 あ られ る。

中期 中葉 に属す る1・2も 器種 はおそ らく甕 になると推定す る。

台付甕53～56・71・74が 相 当す る。70は 台部が失われて いるが、紋様構成か ら推定 して台付 甕 の可能性

があ る。 また、甕 として扱 った中に も17・18な ど小形で胴が丸 く下す ぼま りにな ってい くものは、台付甕 の

可能性 が高 い。

高杯57～61が 相 当す る と考 える。 いず れ も破片で全形 を判別で きる もの はない。57～60の 脚部 は台付甕

の脚部 と識別 が難 しいが、赤彩 のあ るもの(58)、 胴部 内面 の器面調整 が ミガキや丁寧 な ものを高杯 と した。

61は 破片 で、大形 の壺 の口縁部 か とも思 われたが、 口縁端部 に施紋や加工がみ られないので、 あえて高杯 に

分類 した。

鉢62・63が 相 当す る。 内外面が丁寧 に磨 かれ、赤彩が行われ る。64は 底面 に一孔 を有 す る有孔鉢 で、 甑

とも称 され る。鉢 とは異 な り、 ミガキや赤彩 は行 われ ない。

iD紋 様

各器種 の器面 を飾 る紋様 は、施紋原体 で大別す ると条痕紋、櫛描紋、箆描紋、縄紋、及 び赤彩 があ り、 そ

れぞれ に器種 と部位 によ って多様 なあ り方 を している。

条痕紋 櫛 描原体 よ りも太 く、 しか も不揃 いな繊維質 の原体 を束ね たもので複数 の平行線 を描 いてい る。

中期中葉 の甕(1・2)に のみ認 め られ、 中期後半以降 の土器 にはない。

櫛描紋 直径1mm前 後 の円柱形 の棒 を数本束 ねて施紋 され る。壺、i甕にもっとも普遍的にみ られ る紋様で、

さ らに波状紋、簾i状紋、条線紋 な どに分類 される。

波状紋 は甕A・Bの 胴部(15～18・21・35・37)や 甕Bの 口縁部(16・43)、 壺 口縁B(65)に 横 帯 で巡 らさ

れ、稀 に甕Aの 頸部 に簾状紋 の代替 のよ うに存在す る(20・43・45)。 また、一J部の壺 の頸部紋様(10・12)

や懸垂横 帯紋 の懸垂 内部 の充填紋様(12)と して も施紋 されて いる。 甕A・Bの 胴部紋様 と して最 も一般的 な

紋様で ある。

簾状紋 はすべてが甕 の頸部 を一段 の単独 で巡 ってお り、 この ような限定 された施紋方法 に特徴 が ある(28

～42・46・47・66・67)。 すべて等 間隔止 めで、多連止 めはまだ認 め られない。

条線紋 は甕 の胴部 に施紋 され、 さらに斜走条線(19・42・44・45)、 縦羽状条線(30・33・36・38～41・43)、

横羽状条線(20)に 細分 で きる。条線紋 のなかで は縦羽状条線 が最 も多 く、波状紋 と並んで甕A・Bの 胴部紋

様 として多用 されてい る。

箆描紋 幅2～5m皿 ほどの箆描沈線 で構成 され る紋様であ る。沈線 の断面形が半円状を呈 すので、実 際の

施紋原体 は半裁 また は多戴 の竹管 凸面 を用 いて いると推定 す る。箆描紋 の描 き方や組み合 わせによ って、 さ

らに横線紋、 山形紋、鋸歯紋、懸垂紋 などに分類で きる。

横線紋 は壺 の頸部紋様帯 を横帯 に区画す るのに用 い られてい る、補助 的な紋様であ る。上下 に間隔を空 け

て2段 以上重 ね られ、 その間 に縄紋(9・11)や 櫛描波状紋(10・12)が 描かれて いる。 ただ し、10・12の 櫛

描波状紋 は横線紋の施紋以前 に描 かれてお り、 それを横線紋 が切 る形 とな って いる。
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山形紋はi甕Cの 口縁部および一部の壺口縁Bに 特徴的にみられ、縄紋地紋の上に単段(23・25～27)ま た

は2段(24・28)で=横 の山形が描かれている。

鋸歯紋は箆描沈線で大きな山形を描き、その内部に縦横線や斜線を充填するもので、複合鋸歯紋 となった

ものが台付甕の胴部に1点 みられる(70)。

懸垂紋では垂下線や区画を描 く際に箆描沈線が使われている。内部 には櫛描波状紋などが充填 されるため

箆描沈線は区画を作るための補助的な存在といえよう。

刻み、刺突 甕の口唇部を中心に箆や櫛で刻み、刺突の施紋が僅かではあるが行われている。29の 甕口唇

部上面には、おそらく胴部を施紋 している櫛描原体と同様のもので刺突が行われている。刺突は土器 のカー

ブよりも若干傾けて、斜めに複数列が並ぶようにしている。46・66・67の 口唇部 には箆描原体による刻みが

あり、66・67が やや外側面なのに対 し46は上面に行われる。

縄紋 壺と甕の口唇部および甕B・Cの 口縁部に認められる。甕B・Cの 口縁部紋様では、箆描山形紋の地

紋 として用いられるのが基本である。縄紋の撚 りは単節LRが ほとんどで、甕B・Cの 口縁部紋様 は横方向

の施紋、その他の口唇部施紋は口唇上面に土器のカーブに沿 って転が している。17の 甕口唇部にのみ単節R

Lの 撚 りが施紋されている。

赤彩 鉢の内外面(62・63)、 高杯の脚部外面(58)、 および一部ではあるが壺の胴部外面に認 められ る

(12)。12の 壺には懸垂=横帯紋の懸垂施紋部間の無紋部分 に赤彩が行われている。

III編 年的位置

今回報告 した第6号住居趾出土土器は、一括廃棄的な出土状態からみて、弥生時代中期後半～末の弥生土

器資料として非常にまとまった良好な土器群である。中期後半～末 という時間幅の中での、この土器群の編

年的な位置付けはどうであろうか。従来、松本市周辺の弥生時代中期後半は百瀬式、あるいは栗林式に類似

するものとして捉え られてきたが、近年の研究では県内北 ・東 ・中信の中期後半を3期 区分することが主流

となっており、当地域 もその対象範囲の中に含 まれる。そこで、第6号住居趾出土土器群 をこの3期 区分 の

中にあてはめると、その第2期 に相当させるのが妥当と考えたい。根拠は、甕の器形 において外反 口縁 の甕

Aや 有段口縁の甕Cが 甕Bを 上回る量でみ られることや、甕の胴部紋様において櫛描波状紋 と櫛描条線紋の

描かれる比率がほぼ半々であることなどを挙げることができよう。留意点は、僅かではあるが甕の胴部紋様

に横羽状条線がみ られること、同 じく頸部 に簾状紋に代わって波状紋が巡 らされているものがあること、壷

頸部紋様に櫛描波状紋が頻繁にみ られること、などである。 これ らは前後の時期 との連続性や、地域的な要

素を検討する材料となろう。

②土師器

土師器は1点 のみ図化提示できた(75)。 器種は杯で、 口縁部が短 く外反屈曲する形態をとる。器面調整

は内外面ともに ミガキが施されている。時期は古墳時代中期に属すると推定する。本調査地点周辺の高宮遺

跡や出川西遺跡の別次調査においても、古墳時代中期に属する遺構 ・遺物が多数発見されており、その点で

今回の出土 も理解できる。

(2)石 器(第4～6表 、第19・20図)

は じめ に

出川西遺跡IIで は総点数122点 、総重量約8747.89を 計 る石器 が出土 した。 その うち第6号 住居 趾石 器 群

は約8割 にあ たる96点 を 占め るが、調査範囲 の制約か ら第6号 住居肚 のプ ランは不明であ る。 ゆえ に、遺構

単位石器群 と して も、 複数 の遺構単位石器群 によ り構成 され る構造総体 として の出川西]1石 器群 と して も、

不明な部分 が多々あ ることを明記 した上で、各単位石器群 について概観 してお きたい(註1)。なお、 土器 群 の
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所見からはこれらの遺構の帰属時期は、第6号 住居趾及び、それに切 られる第3号 土坑が弥生時代中期末、

第4号 土坑が弥生時代中期前半 と推定されている。

①第6号 住居fit石器群(註2)

緻密石材素材剥離系 狭義の石器 としては鍛形石器3点(未 製品1点)、 錐形石器1点 のほか、 二次加工

ある剥片6点 、微細剥離痕ある剥片16点 が認められた。素材獲得段階の資料 としては石核3点 、剥片11点 、

襖状石核7点 、懊状剥片3点 が認め られた。石材 は黒耀石が主体をなし、次いでチャー ト、そして1点 のみ

であるが珪質泥岩 も認め られた。接合関係 は認め られず、同一母岩関係 は黒耀石5母岩14点 、 チ ャー ト2母

岩4点 を確認 し得たに過 ぎない。

素質石材素材剥離系 狭義の石器 としては、打製斧形石器1点及び、二次加工ある剥片1点 が認められた。

素材獲得段階の資料 としては石核2点 、剥片2点 が認め られたのみである。凝灰岩製石核1点 を除いて石材

はすべてホル ンフェルスが用いられている。接合関係 は認められず、同一母岩関係 も1母 岩2点 を確認 し得

たに過ぎず、そのほとんどが単独資料である。

素質石材素材敲打 ・研磨系 狭義の石器としては、礫石器類7点 、錘状石器1点 、有孔石製品1点 が認め

られた。その他本系統の素材 も含まれている可能性 もある、礫19点 、礫片6点 も認められた。全体的傾向と

して石材は、砂岩及び礫質砂岩が主体をな し、チ ャー ト、粘板岩、珪岩 もわずかに認められた。接合関係は

認められなか った。同一母岩関係は、第6号 住居趾に切 られる第3号 土坑石器群構成個体と遺構間同一母岩

関係を持っ泥質凝灰岩製有孔石製品の1母 岩2点 を確認 したに過 ぎない。そのほとんどが単独資料である。

素質石材素材剥離 ・研磨系 狭義の石器としては、磨製鍛形石器4点(未 製品3点)、 磨製包丁形石器1

点のほか、二次加工ある剥片2点 が認められた。石材は千枚岩5点 、結晶片岩1点 が認められた。素材獲得

段階の資料 としては、千枚岩製剥片1点 が認められたのみであることから、剥片状態での搬入も想定される。

接合関係 は認められなかったものの、同一母岩関係は千枚岩1母 岩2点 、第3号 土坑石器群構成個体と遺構

間同一母岩関係を持っ結晶片岩1母 岩2点 が認められた。

②第3号 土坑石器群

千枚岩製剥片、チャー ト製二次加工ある剥片、結晶片岩製磨製鍛形石器、泥質凝灰岩製有孔石製品各1点

より構成 される。磨製it形 石器が第6号住居肚石器群構成個体 と遺構間同一母岩関係を持っ以外 は、単独資

料である。

③第4号 土坑石器群

千枚岩製磨製1/形 石器未製品、結晶片岩製襖状石核(磨 製鍛形石器未製品とも考え られる)そ れぞれ1点

より構成される。接合 関係、同一母岩関係 ともに全 く認められない単独資料である。

④小結

石器群の母岩識別 ・接合作業から得 られた遺構間の関係 は、土器のそれと整合するものと考えられる。

〈補註〉

註1明 確な遺構より出土 した一群の石器を遺構単位石器群と呼称 し、資料操作の基本的単位とした。なお、本稿で用いた用語は拙稿

(太田1998)に 準拠 している。紙幅の制約等か ら提示し得なかった。参照頂きたい。

註2基 本的には緻密石材素材剥離系、素質石材素材剥離系、素質石材素材敲打 ・研磨系という三系統の石器製作技術システムが認め

られそうであるが、 さらに磨製嫉形石器を主たる器種とする素質石材素材剥離 ・研磨系というシステムも仮設 し得ると考えられる。

〈引用 ・参考文献〉

大工原 豊1996「(2)石 器」『考古学雑誌』第82巻 第2号

太田 圭郁1998「 ②石器 ・石製品」『境窪遺跡 ・川西開田遺跡1・H緊 急発掘調査報告書」松本市教育委員会
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第4表 出川西遺跡ii出 土石器実測図掲載個体属性一覧

No. 出土遺構1 出土遺構2 器 種 形態 素 材 素材獲得技術 二次加工技術 最大長(mm) 最大幅(皿皿) 最大厚(mm) 重量(9) 礫 面 石材名 母岩

i 6住 No.11 磨製鍛形石器 一 剥片 通常 両極 48.8 18.2 3.3 3.9 背小 千枚岩 単独

3 6住 No.17 打製斧形石器 短冊 不明 不明 両極 78.5 35.6 11.2 33.2 背 ・腹 ホ ル ンフ ェルス 単独

5 6住 北東奥 鍛形石器 有茎 礫 礫 押圧 29.0 9.8 5.0 1.1 背 ・腹 黒耀石 単独

15 6住 北東奥 磨製鍛形石器 一 剥片 通常 通常 ・両極 ・研磨 66.3 31.4 6.5 17.2 なし 千枚岩 単独

16 6住 北東奥 磨製鍛形石器 一 剥片 通常 両極・研磨 66.4 25.3 6.7 14.2 背中 千枚岩 105

17 6住 北東奥 磨製鐡形石器 一 不明 不明 研磨・穿孔 23.3 11.2 1.9 0.7 なし 結晶片岩 102

24 6住 北東 二次加工ある剥片 単単 剥片 通常 通常・両極 35.5 45.0 7.7 13.2 背大 ホ ル ンフ ェルス 単独

39 6住 北東 磨製包丁形石器 単単 剥片 通常 研磨・敲打 50.2 32.7 7.2 15.2 背中 粘板岩 単独

47 6住 南西 二次加工ある剥片 単単 模状剥片 両極 両極 68.9 32.8 5.9 17.8 背大 千枚岩 単独

63 6住 ベル ト北 鍛形石器 有脚 不明 不明 押圧 18.4 11.4 3.2 0.5 なし 黒耀石 単独

67 6住 ベル ト東 鍛形石器 平基 不明 不明 押圧 19.4 18.4 7.5 2.2 背小 黒耀石 単独

71 6住 ベル ト西 有孔石製品 一 不明 不明 研磨・穿孔 19.9 18.8 5.7 4.1 な し 泥質凝灰岩 101

81 6住 北東奥 礫石器1類 一 棒状礫 礫 敲打 143.2 80.4 55.2 820.0 ほぼ全面 礫質砂岩 単独

82 6住 北東奥 錘状石器 一 板状礫 礫 敲打 103.1 78.2 22.0 250.0 ほぼ全面 砂岩 単独

101 土坑3 覆土 有孔石製品 一 不明 不明 研磨・敲打 ・穿孔 21.3 19.2 5.3 4.9 な し 泥質凝灰岩' 71

102 土坑3 覆土 磨製鍛形石器 一 不明 不明 研磨・穿孔 32.3 18.4 2.4 1.8 な し 結晶片岩 17

105 検出面 6住 付近 磨製鍛形石器 一 剥片 通常 通常・両極 64.9 29.3 6.5 12.8 な し 千枚岩 16

106 検出面 6住 付近 磨製鍛形石器 一 不明 不明 両 極・敲打 ・研磨 35.3 22.9 4.7 4.6 な し 粘板岩 単独

第5表 出川西遺跡ii出土石器器種単位石材組成

器種/石 材
黒耀石 チ ャー ト 珪質泥岩 粘板岩 凝灰岩 泥質凝灰岩 千枚岩 結晶片岩 ホルンフェルス 瀦 礫質砂岩 珪岩 石材
Ob Ch SMu 51 `1`u MTu Ph CrSc Ho Sa CaSa Qu 略号/計

石核 c 6 1 1 8

剥片 F 8 3 1 2 2 16

模状石核 BC 10 1 11

懊状剥片 BF 4 4

鍛形石器 FP 3 3

錐形石器 Dr 1 1

ス クレイパー状石器 Sc 1 1

二次加工ある剥片 RF 9 2 2 1 14

微細剥離痕ある剥片 MF 16 5 21

打製斧形石器 FA 1 i

磨製鍛形石器 PP 1 5 2 8

磨製包丁形石器 PK i 1

礫石器1類 PI 3 1 4

礫石器皿類 P皿 1 1

礫石器複合 PC 1 1 2

錘状石器 KW 2 2

礫 P 4 6 5 1 16

礫片 PT 3 2 1 6

有孔石製品 Bo 2 2

器種 略号/計 58 14 i 5 1 2 9 3 5 14 9 i 122

第6表 出川西遺跡ii出土石器遺構 ・石材単位器種組成

出土遺7 石材/器種 e F BC BF FP Dr Sc RF MF FA PP PK PI P皿 PC P PT Bo KW 計 器種/石材 出土遺構!

6住 Ob 3 7 7 3 3 1 5 12 41 Ob 6住

Ch 3 1 4 4 12 Ch

SiMu i 1 SiMu

Sl 1 3 4 Sl

Tu i 1 '1`u

MTu i 1 MTu

Ph i 2 3 6 Ph

CrSc 1 1 CrSc

Ho 1 2 1 1 5 Ho

Sa 3 i 6 2 2 14 Sa

CoSa i 1 i 5 1 9 CoSa

Qu i 1 Qu

6住 計 5 14 7 3 3 i 0 9 16 1 4 i 4 i 2 16 6 1 2 96 6住 計

土坑3 Ch 1 i Ch 土坑3

MTu 1 1 NITu
'Ph

1 i Ph

CrSc i i CrSc

土坑3計 0 1 0 0 0 a 0 1 0 0 i 0 0 0 0 0 0 1 0 4 土坑3計

土坑4 Ph i i Ph 土坑4

CrSc i 1 CrSc

土坑4計 0 0 i 0 0 0 0 0 0 0 1 0 a 0 0 0 0 0 0 2 土坑4計

検出面 Ob 3 1 3 1 3 4 15 Ob 検出面

Ch 1 1 Ch

Sl i i S1

Ph i 1 Ph

検出面 計 3 1 3 1 0 0 0 3 5 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 18 検出面 計

調査区域州Ob 1 1 2 Ob圏 査区域外

調査区域外 計 0 0 a 0 0 0 i 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 調査区域外 計

総計 8 16 11 4 3 1 i 14 21 i 8 i 4 i 2 16 6 2 2 122 総計

出土遺X11石 材/器 種 C F BC BF FP Dr Sc RF MF FA PP P王( PI P皿 PC P PT Bo KW 計 器種/石i出 土遺構1
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第16図 出川西遺跡ii出 土土器(1)
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第17図 出川西遺跡II出 土土器(2)
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躯 出川西遺跡ll出 土土器(3)
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第19図 出川西遺跡ll出 土石器(1)
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第20図 出川西遺跡II出 土石器(2)
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図版1

出川西遺跡II全 景(南 から)

同上、調査区南半部の状況(上 が南)



図版2

調査区近景(左 下:土 器集中9右 上:土 器集中3)

調査区北部の状況(凹 地状地形、南か ら)



図版3

配石1蓋 石除去前の状況(北 西から)

同上、蓋石除去後の状況(北 西か ら)



図版4

配石2検 出状況(東 から)
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同上、蓋石除去前の状況(東 から)



図版5

配石2蓋 石除去後の状況(南 か ら)

配石3完 掘状況(南 から)



図版6

配石4蓋 石除去前の状況(西 か ら)

同上、蓋石除去後の状況(東 か ら)



図版7

一
つ鞭△

'

一 ∴
「

・

の` 鵯

配石4鉄 鎌出土状況(北 か ら)

口" "
『

配石5完 掘状況(東 か ら)



図版8

土器集中1(北 から)

土器集中2(西 か ら)

土器集中3(西 から)



図版9

土器集中9全 景(南 から)

同上、堆出土状況

(南西か ら)

同上、高杯出土状況

(北 か ら)



図版10

土器集中10壺 出土状況

土器集中11(東 から)

土器集中12(北 から)



土器集中13(東 から)

土器集中14杯 出土

(東か ら)

土器集中15(北 か ら)

図版11



図版12

賭轍16杜 伏況

、

買 土器集中17無頸壺出土状況
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図版13

火葬墓(東 か ら)

'溝状遺構11・12(西 か ら)

'溝状遺構15・16(西 か ら)



図版14

溝状遺構8(西 か ら) 溝=伏遺構17(南 か ら)

溝伏遺構19(東 か ら)

溝状遺構20(東 から)



図版15

出川西遺跡出土土器(土 師器杯 ・高杯 ・無頸壷、須恵器杯)

同上(土 師器堆 ・壺類)



図版16

出土土器(1



出土土器(2)

図版17



図版18

出土土器(3:

土製品(Sシ

上段:棒 状

下段左2点:器 物

下段右2点:剥 聯



図版19

金属製呈

(S=%)

出川西遺跡H

遺構

左上:全 景

左下:遺 物

右上:甕 出土

右下:同 上

出川西遺跡皿i
ロ

出土土器1
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ン
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図版20

作業風景(1)

同上(2)

調査団一同
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